
中関語の“把"字勾に I~~する諸問題

ネo 原 茂

1 • 1 本稿は“把"字句に協jする問題，およびそれらに関するこラ三の周法的

につき少しく私見 あわせて問題提起としようとするものである。

1・2 " i'巴日 るにあたって，次のように動詞による一

が行なわれるつ

A: "il~" し、ることができないもの

B:“犯"をj召し、てもJl1いなくてもよいもの

C:“把円、し、なければならないもの

ここで Cについては，より殿街な動向の附成;女;や笈誌に関する規定が議想、さ

れるコいずれにしろ，この“抱月にi拐する三分類はうその按底に， “ 

文法的形式素のような機能を果たす

BA こよって，特定の文のこ援の表現形式を想定していることになる，と

ってよいであろう zちつまり， J二の分類Bにおいては， “t己日をmし、た文とそ
うでない文は，t法密な意味においてではないであろうが，同信のものと考えら

れてし、るわけ伽であるつ本稿で、は， もっぱら， B および C~こ関連して3 “把"を

介況であると考えてをすふめてゆくことになるであろう

2・i まず“il~" を月j し、ても， fHI.、なくても表現が可能であるような文につ

いて考えてみるのこれは， “把日を介認であると考えることによって，把髪形

(13A Transformation)が考えられるつ

1) 我ぷ了{也了。

2) 我把{直系了。

このような二つの， “担"をJ品、たものと，そうでないものとがあった持，

中関誌を話す人の言訪痘WJlに照らして考えれば，これら二文の類似性，相関性
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が強く;を;識されると思われるしp これらを記述する時にもラ別々のものとして

庭理するよりは，ある共通の装!誌に基く概念構造から，それぞれ所定の投打;を

出来てくると考えた方がp より簡潔で有床な文法記述が行われるとjBわ
〔子 2)

れる。すなわちラ (1)恒)のような文は，その深H什蒋浩としてi弘1(1)のような格治を

なしていると考え， これに到して， Tba (把挺形〉を泊jこけしJたものが(2)であり 9

されなかったものが(めであると考えるわけhで、ある。なおラ把銭形vl

U!?ヲ~

I I I ì~ 

(3)のよう らなりう (4)のような構造記述 (SD)，杭治犯化 (S

C)で表わされるc

3) BAI活力n 4) S D: X V N P Y 

N P 1 2 3 4 optiり山1_->-

S C: 1 (sA3) 2 o 4 
(4)のSD，S Cによりラ

な文を表わす〉

(5) (土 (5)'となり， (5)"とはならないいけは不可能

5) 

5)'我要;己中文学好こj

5)'*我把中文要学好。

2・2 それでは“把"を用いた文とそうでないものとのWllの芯味的走兵につ

いてはどのように考えるべきであろうかコ(引において， Tbaを optional(随

としておいたわけで、あり，叉笈形は怠味を縫えない，という原則が一般
m3J 

に言われているが， Tba におし、てはどうであろうか。次の例文を見られたい。

6) 我-fi']投到了間匹務詑び

7) 我れ把略0E放言Ij了。

6)'ー~ー我1n技到的;是伊j匹略攻。
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7)1…一…芸了i下Ji列初じ我引抜荷

(6)'， (7)'はそれぞれ(6)，(7)に刻除する芯味10/1年;告であるのこれによれば， Tbaを

したものと，そうでブ与し、ものとの!日1にはうかなりの泣味!'l'::J差兵があるよう

るがう公はよくJよればこのj主いは務iE幻が少ある特定のもの

をおしているか，一般的な不特定のもの(無定)をおしているかの…結に

あることが了解慢されるであろうりこのことは“把日の機能の震安なで、ある。

したがって (7)1のよう伝九、なくなったラクダJという詳し方はラあるこ2ン

テキストの存在が必裂で、あり，一般的には「あの?供jのラクダj ぐらいが妥
日HJ

であろうっこの例文では動向が「扶到jであることがフいかにも

が大きく解際される安井;になっていると忠われるつチ;のイダlJ:女:(8)および (8)'など

にはう笠質的にそれほど大きな兵があるとは思えないっ

8) 我打砕了

8)'我街jこ1-改璃打砕;

このことは， “1'[12"をj号L とそうでない文が〉あらゆる 一アンコ

キストのl.j:'J"久代わ可能であるラということ

9) 弥引把例区路託公弘了ワ

しなしらたとえば，

であろう αつまりラどちら

としては(7)が選ばれ，(6)v土j翠?まれないことは自明

されるかはラ特定のコンテキスト

とし、う liJjl.，、 しては，

の1+.1で決定されることであり，文と

ことであっ，ま

る

(performance) にかかわることであ

0，ここ という操作で扱っているうある った文がう飽の構造へ

と三;1沫 l~(í箆イとを íll~わずに努換される， ということとはレベルを異にすることで

あると忠われる、

にもかかわらず，ある殺の;忌~と援イとは ji在かに起っており， これは，何らかの

践で形が追っていれば必ずニュアンスの遣いがあるはずだ，という

さを物語ってし、るの言いかえれば?仔iJ文(6)(のは， i可ーの深月三構造を

もち，…ブ1は Tbaの治[Jljを受け，一方はそれを受けずに表提構造として，そ

して来たわけだが，その表層構造においては，巌密な意味で、同ーの

球内俗芸つとは訴えない，ということであるc これは深層構造があらゆる
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定:味情報を興えるものではなく，表)詩構造-において(つまり鎚形を通して〉は

じめて付輿されるような味が存在するということに外ならなし、ここ

といわれるものに，二種類III包めたわけで、あり，…方をチョムスキーのj刊誌を借

りて「知的立味Jと呼び， もう一方の別法的な意味を原高氏の言葉を借り

れば 「出~Élな三;味 j という ことになるの つま り， 笈嬰到、?形7形Uは知知知刷I1ザ的(1的此'1平乃ド均山ω的イな拭jι必必出足芯芯己包忌~~ソ抹;1
ということでで、あるO 先の例文(何ω6耐)(問7町)は， ともに12iJーの事態の表現でありラ

Tbaを絞て含その表情構造に，情報、味として少なくとも 1つ，有定という

ことが付輿されたものであり，一方は Tbaをされなかったものである，

ということになるわけで、ある。

2・3 次に，この“把"によって捉前される NP(必ずしも筑前とは言えな

しウの有定・無定について考察してみたいコ一一般に“抱月によって捉前される

NPは，特定のii王女11のものでなければ、ならない，とされている。

10) 我昨天夫元三了一架l[女音札。

10)'ネ我1i1::天把ー架q支出米了。

10)11 我 íl'r~フミ把1JIS架 i投守札実来了。

締は紛/のようには言えず，制I1 のように

無定とされる 有定のIjR定制である

をは|汲むというふうに，

， )J1s"などに換えなけれ

ばならない， とされる。しかし， 1*1!環日jliにおいては印i歌誌のように，

よる明瞭な形態的形は存在しなし、から，
Ut6 

ことは思いの外i羽難であるつ 1JIJ文を翠:ずれば:

11) 

12) 我11、]把沙漠改造成良EfJo

13) 他把一本ご討委了。

この"は，有定無定のから解綜:すれば，好的酒j

、プ

ζ〉

とも，浸

有預備的酒_j(11安定〉ともとれる O つまり，有定無定の markerのなし、「沼!

という形式で，両方の意味を表現しうるわけで、ある。又仰は， IpJ様の形式を

“の後のNPがとりながら， 2 ・ 2 で言及したように，主1~10に有定である。

さらに闘は，無定とされる数量限定お!の伊jであるが，ここでは“把日の後にあ
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って，特定のものを指しているわけて;あるのこのようにi判現活では，有の限

定Ilii]がなくとも，有定をわし得るし〉無7ζを示すとされる数批判であっても，

有定を表わし得るというがあるつこれは次のように言明される。

14) Mdはい戸D]に到する十分続件であるがラ[十DJは Mdに針す

る必要{良子i二であるりただし

Md: “jさ， ;ljlS円等の

[十D]:忌:味(I'Jな

すでに 2・2で述べたごとく， Tba によって表府構造に情報的怠味として

[十D]が付加されると考えたのだから， Tbaを受けるNPは必ずしも[十DJ

という位な持つ必要はないことになるコつまり":)=[3"によって提前されるもの

は必ず有定で、なければならないラ ということはないのであるつ具J銭的に

15) f白衣花瓶話了一犯花(〆

15)' 他J巴ーイ巴花jffi在花瓶

ゅにおいては「一;巴干とjは [-DJと考えられ〉立母/では[十D]である。この

ようなことから， '+11或では，数是認の限定認であっても，潜在的iこ[十DJ

の{立を持っていると考えるのがは然であるように忠われる。

しかし，以上のようなことからは，持3 同/が可能であり，側fがなぜ、不可能
Ci't 7 ) 

るかの説明はなされていないっ火の例文を見られたい。

16) 我実:r一一本判。

1β6船)' 我j把F包巴

17) l文;Jミ一ν了一&バオ又 iお3む心

17)'本我抱一本 15夫了。

紛/が可能で収rが不可能であるということは，この二文は動詞を除いてはまっ
たく 1ft]じであるから，動向にその安i過を求めなくてはならな¥:¥:)王還の《“把日

字句干n“被円字句》においては， さらに同様なう “把"で捉前できないものと
してチこのような NPのが1]が翠げられている

18) 他作了19j

19) 上ぞ哲3:1文縫了三ミ{!!:ノト掛JLo

20) すん ~II J収j::1!5ζ~'<. j ~--~ 'fiu "U_ 0 
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これらの例文から， 1]'号潜は賓誌について i迄些事:物従有動作以前者IH毛針;不“存

的 (P.71)という分析をしている。この分析は安治であるように思える O

なぜなら，賓訟は動向による動作のあとに結果として存在するようなものであ

り，絞りにこれを「結果実認j と呼ぶこと~こすれば，これは Mcl がなけば有定の

値はとりえないわけであり， [-D]の依のみを持つことになり，これを“把日

で、提言i]すれば， Tbaの機能の一つに情報味としてのい DJの付興一正雄に

は搭ヒというべきであろうーを認めたのだから矛j百し，併)'のような非文法i'!J

みな文がされるわけである c このようなことから Tba の i泊lli直~引U叩:i幻U山'リリ川)月m一]刊1引i日リ削J'刊1候(

21) [一DJのみをf直としてもつ NP

が除かれればよいことになるのすなわち似の否定はm¥1(2)よりI}Jjらかなように?
22) [十DJまたは[士D]を{症としてもつNP

i詔(2) ということになるであろうひしたがって Tba

のを1m止する{条件として併が〉ζ式イとされれ

ばよいことになろうっこの定式化は結局， VP における NP の版街下位[~

分を行うこと り，“1:B"~こより j定HíJさ hる NP ヵ:どのようなをとるカ:.vi ，

NP が支配されている VP における Vの Tba に i却する有数な下位I;:~~~~分にまっ

たく依ることになるうつまり例(16)(18)ω仰のように「結果沼]をNPとして

とるようなVを殻に果動詞!とでも名づけておけば，これは Tbavこ闘して

の V の下位区分で、あり， Tbaが可能かどうかに到して機能する二分知になり，

一方のVの集合からは[十DJまたは[士D]が，もう一方からは DJが

値として出てきて，一義的に NPに付加される。そして後者の場合のみ Tba

が阻止される，ということになるσ 注意すべきは [D]の位決定は岱該VPの

Vによるということであり， “把"構文援形の限日はVにあることが再縫認さ

れたことになると忠われる

その兵的な定式化は， (~4)により Md をもっNP はi奈かれ，さらに冒頭で述

べたA類のV(こ関しては，すでにレキシコンに記7哉されている [-BAJでTba

の遁用不可能は切らかであるから，その他のたとえば[ぷ!;果動詞Jに到して，

23) V result.-->. D J/ただし Vresultは Complement(補のを
Ci:l: 8 
とらないr
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というふうにしておくこと られる ろう， しかしこれは然のことな

がら，ごく j点本的なj背交における Tbaの篠件にしかなっていないことは言う
〔社;9 J 

までもなし

このを終わるにって，有;ζ1t設定にIJfJする Tbaの追加がIjを見てみたいr;

(ムは不i子i然さ

24) 他告了{自在)幼身(!ヲ[:1

24)'ム(制巴功身Cl!，jEl子了飽{f]o

25) f出汲f合設;…三。

25)'ム{世封追姶我c

25Y' {出子li巴戸寸計百通治1文ι

申告/がやや不Ifl然に感ぜ、られるのは， 一つの濁立した文として身的日子J

があし、まし、

とL、うふう

も

じをもつからであり，コンテキストの中で「他的手J身的日

されるのであれば， 不自然さはなくなるようであるし，紡/

これらは不可能ではないが中関誌を母盟諸とする人にはラある

不自然さを!さじさせるようであり， 偽!J のように「只Jを加えて，九、くらか

あるうちのたった一通の手紙jというふうに限定を明確にすることによって F

はじめて弱:止した文として務ちつくようであるゥしたがってこのムの不自然さ

、ものであろうと怨像されJる

2・4 っし、て

より

n丹絞[]

されるものは，すで、に言われているように，

ない。ここでは二重蜜語の問題としてうや

もつ以下のがij文をそデノレとして Tbaを適用することにより，

<i jl:~"銭形の性格を明確にしてみたいc

26) 我姶弥若者よさ封f言。〈夜、は君のためにこの手紙をみてあげる〉

27) 我治的:注封信清若。く夜、は君にこの手紙をみせてあげる〉
〔注11)

勤前「給jについては，恕月八十吉氏が周到な論文を設表しておられ，それに

よれば齢制は弐のような深貯構造をもっと考えられるつ鼠l3)は偶を， 1菌(4)は例
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a

d

 
(注〉 下総 ~mt主主 11\ ì.足京 NJ 去さ芸 Jff によりま乙 H'~f ~持活 lこり、表われない訟をノjミす。

まず，偶を“把η 構文にするには， I誌](3)における組めこまれた文52にTba

を適用しラ

26)1 我治郎氏2[我把よさ封信者表]句

このj民生構造僻/から重出要素の「我_jを消去すれば，次の紛IJがj車格文とし

て得られる。

26)11我治1JJCj巴;さ封信者君。

次;こ締についても同様に，における埋めこまれた文S2にTbaを行えば，

27)f 

されてくるが，下線部がお喪主主治去銭形で討す去されてしまうことによ

り，

27)げ

というラ制とまったく等しいものが出て来ることになる。従って伺を“犯"H寺

文にするには， S2の上郊の Slのサイクノしで Tbaを適用し，ここから，

27)川我把迭封信治的l若君。

を派生し， これが紛の“把口 j詩文になるわけである。この Tbaをふり返ってみ

ると，紛I1は embeddedsentenceの S2に釘して適用されたのに針し，('21)111 

は matrixsentenceのSlに釘して通用されていることになるのいずれにしろ

TbaはSの内部で行なわれ，またSの内部の安京は Tbaをうけてもラ Sの範

囲外には出ないということがし、えるように忠われる。このことは， Tbaの迎用

制限として，次のような仮設を述べることができるのではなかろうか。

28) Tbaは upward(上方)downward (下方)boundingをもっO
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このことは Tbaが， if111一文という で操作が行なわれることを芯旅する。

仮設闘は，たとえば次の例文例に Tbaを行った;場合，締/は可能であるが，偽"
UtI2J 

は不円台をであることを説明するη

29) 我清張三重品i手rl;1文。

29)1我清弘三把rl:r文指j浮。

29) "*:J:JZj巴'11文弘!?校三和h手。

ここで，先¥'こげた(4)のSD.SCは，

に修正される。

30) S D: X V (N P) N P Y 

Tbaのために，紛のよう

1 2 3 4 5 OJ
，ti∞ 

S C: 1 C B /¥4J2 3 幹 5

。。によればTbaを適用されるものは，賓話 [NP，VP]のみのようであるが，

必ずしも賓とは言えないものも“把
η

のあとに来れる C

31) 張三把法対{吉弘liJ二了Ill!:)票っ

32) 我抱花瓶上月了花。

しかし，的紛を“把
η

を使わない文に誼すとラ

31)1ネ 3長三ý11~J二了 mr5芸号在司上。

32)'*我括了一把花在花瓶里。

と， ¥，、ずれも文法的な文となるc さらにう “j:[S"字句で、なければ表現できな

いものとしては:

33) {:か把栓!tJIJ主身上っ

34) 有;長官!)1'l3巴大批器材活往工地。

35) 我把根子殺到衣裳

36) 1我文;把包万那!巨3主封J1主三;夕夫ぐ右在2一占寸オζ寸一1_勾

があり，し、ずれも法語勤前!のあとは介詞十場所詞というような構造をしており，

これらは義務的“抱月第形と考えるべきものであり，随意的なそれとは， SD 

において明瞭にされなければならなし、これらにつし・ては 3・1で扱う。

Tba場合については，慕本的には随意な髪形として庭理でき

ると忠われるが，-ii)]約・文鍬は怖のような例を翠げて「是一定要用“把η 路其
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中一11Ql提前(:!0_l(く現代決J前日法探索>p.127)としているO

37) 我把述↑令入米商I~l~消息告浜了 I~J1J以外国参7JÆml来的 i日IJ I字。

37)'?我告iJf了附以外部参双lEl来lY9同学法十令人テミ奇、。

争力を争力fのように言えば，Ti在かに不自然、さを感じさせるし，理解しやすさとい

う結で劣っている。したがって，浴認不可能Ig:の苦しく 1'，弘、文でありラより谷

認可能性のjfれ、切のような交替形があるのだから，そちらを選ぶのが自然であ

ろう。しかし，伺/は ~I:文法的な文で、ある，とは断言できず， むしろ文法性は

、ものであると忠われる。納/はほとんど使用不可能であるがう それは文法

と抵織するからではなくうむしろ話運用にかかわることであろうっ

容認可能な文を成立させる一要素にすぎないjのであるから，不1'1然な iゴいブj

である，とされる文の不自然さが，果して文法によって説明されるべきもので

あるか???かはラ仁j:1関誌の研究においてもi最近に吟味されなければならないこと
〔ロミ13J

であるとjE、われる。

従って伺/はラ現在の段階ではこれを文法的な戸文として認めラ二

Tba令鰐(optional)なものと考えておきたしらし，~~tJ， 

ものについては，“J色"の在後のNPがVの直J妥u であると
かつ，提前されない賓詰とVの結びつきがj式訪であることからラ

が必要であろうっここではiFに例を祭げておくにと

38) 胞去把大rJJ二『了大円。

39) 我是把位tJi)了予:J':.j u 

40) 抱192把1]1)活支了十相)L，

0) 

られる

えられず，

呉った解際

2・5 最後に，これまで、述べた犯援形で、は)逗苅!が悶雑であるとJLLわれるもの

について疑問引を述べ，問題提起としておきた¥"0それは，北京訟においては，

衣の併は，紳紛の二J僚の11科;宇治:可能とされ，C<北京仁1 話法>p.50) 
41) 張三姶李i沼打了。

42) 政三被李四打了。<張三は李lmになくやられた。>

43) 校三把李四打了。<張三はさ手間をなぐった。>

さらに糾が紛のように解稼されるときは， ωのような“把"を使った言い方も
( 25 ) 



されるとし、う。

44) 政三flけさ問姶打了。

このTbaに闘して，望月氏は深溶構造においてVの間接f]的話として堤

めこまれた S2内の安来「司李を， iBAJによって，母:館文 Slの主主Jj • )阜
〔法1J)

訪日一Hcj足前することで，事舎の生成を説明しておられる。しかし多筆者の考えで

は，このようにら内 らへと移動させることは，紛の仮設で述

べられた)upward boundingを遣えっていることになる。また仮設(偽を放棄す

れば，紛， ~げ}，紛が，それぞれ例ぺ争力ぺ例/と援換され，決して，紡///，鈎ぺ

紛!Iのようにはならない， ということの明確な説明の根接が失われるように思

》除、ヲ

ズー ζ〉。

次に，波中関j語辞典の同じような， “給1 把"の用法と

いて，その Tbaが可能かどうかを調べてみると，

45) 有人姶衣mi1~y;1t了。

45)'有人把衣服会合j側、主了。

46) {出始梁有才!判部Ij-~jil)Lo 

46)'他把梁有才色合IJ可到一治)Lo

られる例につ

将帥はそれぞれ紳f綿/に務換することが可能であるが，逆に今度は持/綿/と同

じような構造を持つと思われる文を， “抱月を用いず、に表現で、きるかを調べて
U1:15J 

みると次のような結果になる。

47) 我把{年(i引退治tJ;j)To

47)'我2合伝的腿打折。

48) {I由J巴}予付子j也

48)'ム{出始所有地， 万三にヅこ J0 

49) 佑:把達封{さ送f合到ItJp政局去芸0

49)'* {~.0~合迄封信送到 1111")政局去姿。

50) 牟弟子把衣裳姶佼了。

50)'*傘邦子治衣裳佼了。

51) 侭I~J!']袖子把込↑碗姶拐蛸下了。

51)'水 {jJ~ 1~1ヲ拍子治法令碗拐硝下了。

( 26 ) 



以上，見てきたように (i)Tbaの遮用制限の問題， (ii)相互援換の不規則性?

とし、ぅ一
今後の問j芭として，さらに

検討を加え

3・1 ここでラ長務i'l':Jな把謎形と考えられるものについて，その定式化のそ

デノしとしてラ 2・4で示した斜~例のようなものを， 生成努形文法のワク訟はみ

の中でラ どう底1悲したらよいかラ ということについて明か私見を述べてみたい。

35〕

36) 

これらの， Prepositional-Phraseは補語といわれ》

次の{郊のようにじllIi

52) 

53) 

ることはできない。

そこで中関誌の書きかえ規則制において，

54) i) S ~N P十VP(F) 

ii) N Pーム (DET) (S)N 

と詰切に結合しており，

iii) Vp--'-V (NP) (NP) (S) (Pl氾p-Phrase)

(iii)で NPと Prep-Phraseが選揮されたとき，つまり， V~NP-P Pの

えすbaが行なわれるわけだからラこの PPは，その形のー

っとして， Tbaが義務的に適用されることを示す，代役記放を持っているべ

きだと考えることができる。つまり (iu)以降の書きかえ規則の中で，

55) PP~BAぺranspose

とし、う規則を設けるっそうすれば，たとえば

56) 王老りf!í把J}1if変文抄イιI~p，坂上っ

という文iLその深層構造は間(5)のお!くでありフ伺により代役記放があるのだ

から，紛の記競連鎖の':¥:'で， Tba が行なえるように義務的なものを定式化す

ればよいのではないだろ

5釦7わ) xγ、NP "p P"B臥A九心-
“勺;把己rη字匂にi関;沼3してはラその構造のれさからか? しばしば注目され，多くの

( '27 i 
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研究がなされているが?なお説得力をもっ結論~i) 中間の他の諸l'lJJfËN と同様，

!長されていないっ本稿は未整理な私見を述べたにすぎないがう少しでもそれら
〔注18J

の問題の究明に貰献するがあるならば幸いであるつ

(1973.2.28) (大理院修士課程〉

1J A類に留する動向としては， !好見・清見・有・在・準.U:l…一・等が翠げられる

が， ここではこれらについては論じなし、これらの動認は 3 たとえば syntacticfe-

autureとしてのようなものが，他の諸特徴とともにレキシコンに記載さ

れることになるであろう c

2 ] J，{4'JS1を治すt'Lt形i認は，不要な部分は省略して書く。 以下の!盟におし、ても間接。
Cit 3 J 架京法 j三jt“把"と?こ勾J{~苦言与さ論議 j No.2 1958， pp 105-106のf9U文と解標。

[it 4 J Iあの， t刊のラグダJという言い方は， コンテキストのなかで， さまざまな兵器
的解轄を持つC たとえば「張三のいな〈なったラクダJr張三が見たというコブの
つあるラクタJ等々 。

5 詳しL、議論について{人!京間信一「稿文と意味J《言語}1973， 2. pp.2-10 

[it 6 J 例文:口、ずれも，梨東漠，前掲書 p.102 

Ut7J [91]文:LJifjtf“把日字句手u“被"字句)1959. 1司書 p.17に次のような記述が

あり，ネ;稿の r結果賓話Jという鮫稲は，ここに負っているoI這些賓詰所代表的
事物語;全通過動向所表示的動作ii1百出現 (3~J 0..1 

日t8:1 vが「結果寂JiiiiJJであってもすくは可能である。
(1) I咋天lltJ~一本書究錯了。

(2) 他ie~f羽詰詩作得j市直不{象li!j:o

(3) 我1!~~-{!j:小掛兇縫小了。

以上:記述前掲 pp.18-~19

[rt 9 J 以 j二のように，基底部にjIJ!g~ tI':Jな[土 dìfìnìte ]のような{症を設定することは有数

性があると忠われる Anne.Y. Hashimoto {Mandarin Syntactic Structuresp 

では)土DJのほかに[ゆ](zero)を設定し generic なものを表わすとしてい

るのこの[ゆ〕は Topicalization(話題化謎形〉にとって有数であろう。

( 28 ) 



〔法10J I涼東海先生の御数ンiえによれば，綿はあいまいであり，表記の解稗のほかに紡のよ

うなく私ほおにこの手紙をみせてあげる〉という芯l床にもとれるという。ただし，

この場合も， i[!~ j詩文は偶のような怠味のときは偶"納のように併されるときは

納f川こなる。例と l司構造の文として，

(rW1-ゴ仁会編mJj丸 張文)札 {11~1!}\~1ミ作文 11'::; 勾分

折>>p.30) 

という文があり， これはく張先生はみんなに何枚かのカードをみせた〉というふ

うに文紙からは理解され，く張先生はみんなのために何故かのカードをみてあげた〉

とは辞襟できなし、。 従って~Gが，あいまいさをもっという指摘は正しいように出わ

れるつ{日し木稿では以-F， このことについて詳しく論ずることはひかえ，例の表記

の解轄についてのみ論をすすめる。

Ctt11J 望月八十古 j-uコ給JについてJ{~英語文 j去の研究>) 1971.所)1丸 pp.73----88

G主12J 認月八十古「中 !~~1誌の『はめこみ構造リ Iìíj指 ìl'}}JrJI丸 p.23

〔注13J Chomsky {Aspects of the Theory of Syntaxt lD65 pp.10----15多石

u主14) ;71!奴ヨfl i-jl~字 J!l法的研究J (G英語話法論文史>)1955 }I}r J!女， pp.133---134より iJI JlJ 0 

日t(;はこれらを「保留資話j と呼んでいるつ

〔江詑~15J f，i伺例1J 文交文:~争納i的カ{与1~ (は土岩;波皮i中jヤiド1悶誌詰針f典よ りのヲ引i月別jでぎおちFう〉 り， (む1時附9引j以ユ一下iドごむω古支でで、:に土， :1太ミ(1、王1引f日日山L口L口.l民[
“1主給会r円つ“Ft'lf行i込法三主論命架》 第二朱 Gl詰活文?金佐編j所7苛卯?ドj牧i投う文Cο)1955， pト.13ω9 Jよ:りiJ1)干J: なお納rも不
自然さ"と浅るとし、う。

〔詑 Anne.Y. Hashimotoは I1Ijj詩論文において， [JI~J を Verbとして絞っているつ

これ江本稿の立場とは&毛なるが，有志ヱミな示唆であると!巴われ，る，_た「給]につ

いて:ヱラ Verbと Prepositionに分:すているつ

Chomsky rJiHi:;g pp.l01---106参右

本?誌を執筆するにあたって{人 i凍束手iJ5UJ三どW:bし，引用例文の iiTiJl:・不可i)t.
不自然さについて確認と日をいただいたつまた牛島詑火先生からは責主な文訟を

活用させていただいたり末記ながら問先生に，心からi主j立を去1>>]ずるものである。

( 29 ) 
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